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事業概要

1. 期間
開始 ：2021年10月
終了（予定）：2031年3月

2. 最終目標
➢ 商用プラント概念設計の完了
➢ 商用電解槽の発電コストおよびエネルギー原単位の見通し達成

3.成果・進捗概要
➢ 25年度実証用コンテナ型電解槽製作完了、プラントの工事 26年10月に完了予定

・豪州設計認証取得の関係で遅延が発生したが、技術的な課題は解決済み
・大型電解槽の開発・組立・出荷試験が完了。
・プラント設計および豪州建設認可取得完了

➢ 横国大での基盤技術開発を通して多数の基礎的な知見を獲得
・長期的な劣化メカニズム解析を実施
・電解槽内の物質輸送状態の解析を実施
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2.1 本プロジェクトの開発目標
◼ 2030年商用プラント概念設計完了を目標とし、22年度に中型電解槽(150kW)、25年度に
大型電解槽(MW級)を段階的に開発。再エネ適地での実証も実施し、課題抽出・開発への
フィードバックを行う。

◼ 25年度は豪州大規模実証に向けた大型電解槽プラントの完成および商用最小単位となる
コンテナ型の大型電解槽の開発完了を目標とした。
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2.2. 25年度実証のスケジュール

◼電解槽コンテナの豪州設計認証取得の遅延が発生。技術的な課題は解決し電解槽
コンテナの調達が完了。26年5月末時点で豪州に到着済み。

◼2026年10月に工事完了後、速やかに運転開始予定。
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3. 研究開発成果について：25年度外部発表実績
研究発表・講演…13件

プレスリリース等・・・2件

論文…1件

特許…1件
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4. まとめと今後の見通しについて

[まとめ]

◼ 大型電解槽開発

豪州設計認証取得に伴い遅延が発生したが、技術的な課題は解決し、大型
電解槽の開発・組立・出荷試験が完了。

◼ 大型プラント開発

2026年5月末時点でプラント工事90％完成。

◼ 基盤技術開発(横国大再委託)

    劣化メカニズムに関する知見、電解槽内の物質輸送に関する知見を獲得。

[今後の見通し]

◼ 豪州大規模実証：

26年9月の実証運転開始に向けEPC完了。運転準備を進める。
26年10月に工事完了後、速やかに運転開始予定。

◼ 基盤技術開発：
26～28年度への再委託延長を行い、長期劣化メカニズム解析で得られた知見を
大型電解槽の耐久性診断に利用するとともに、得られた知見を商用電解槽開発に
反映予定。


